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はしがき 
 

大学行政管理学会大学事務組織研究会（以下「本研究会」という）は、2006

年 9月に青山学院大学で開催された「第 10回 大学行政管理学会 定期総会・

研究集会」において、大工原孝氏（ウニベルシタス研究所 所長、元 学校法

人日本大学 理事、元 大学行政管理学会 会長）による研究発表「大学事務

組織の研究―序説・その必要性―」をきっかけに、大学事務組織研究に賛同

した有志８名（後に７名）により、任意の研究会として仮発足しました。そ

の後、2007 年１月の大学行政管理学会常務理事会において正式な研究会と

して承認され、発足した研究会であり、現在も継続的かつ精力的な研究会活

動を行っています。 

 

本研究会が発足する前から、大学事務組織が抱える問題点を指摘する声は

あったものの、大学事務組織研究はほとんど行われておらず、未開拓の分野

であり、その実態もあまり公になっていませんでした。そこで本研究会は、

活動の一環としてこの問題を正面から捉え、大学事務組織の実態を把握する

ことを一つの課題として、2007 年６月、2012 年７月、2017 年７月に、それ

ぞれ『全国「私立大学事務組織実態調査」』（以下、「調査」という）を実施

し、多くの私立大学から回答を得ることができました。 

 

本研究会では、これまでの調査を含め様々な研究成果を可視化するために、

2009 年３月から研究成果報告書として隔年で『大学事務組織研究』を刊行

し、既に創刊号から第６号まで刊行しており、本年３月には第７号を刊行す

る予定です。また、2014 年３月には本書の前身となる『大学事務組織の強
．

化書
．．

』を、2018 年３月には『大学事務職員の履歴書』を刊行するなどの活

動も展開してまいりました。 
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今回は、既刊の『大学事務組織の強化書
．．．

』を大幅に改訂し、新たに『大学

事務組織の始動書
．．．

』として制作いたしました。「強化
．．

する書」から「始動
．．

さ

せる書」として、進化する過程を本書から読み解いていただき、皆様の所属

大学等における大学行政管理の一助としていただければ幸いです。 

 

最後に、本書は、大学行政管理学会の「大学行政管理学会研究出版助成規

程」により、今般出版することになりました。改めて、日頃から本研究会の

活動にご理解とご協力を頂いている皆様に厚く御礼申し上げるとともに、改

めて本書が大学事務組織の構造や体系の概要説明に止まらず、大学事務組織

の特殊性や課題に対する理解の手がかりになれば幸いです。 

 

 

2021 年１月 

大学行政管理学会 大学事務組織研究会 

リーダー（代表世話人） 寺 尾  謙（神奈川工科大学） 
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＜用語について＞ 

Institutional Research（以下「IR」という。） 

Faculty Development（以下「FD」という。） 

Staff Development（以下「SD」という。） 


